
別紙様式２ 
(用紙 日本産業規格Ａ４縦型) 

 

東北医科薬科大学大学院の学則の変更について（届出） 
 

令和３年５月 24 日 

 

文 部 科 学 大 臣  殿 

 

学校法人 東北医科薬科大学 

理 事 長  高 柳 元 明 

 

 このたび，下記の事項について，学校教育法施行規則第２条の規定により，別紙書類を添えて届け出ます。 

なお，学則については，全文をホームページ上で公表しており，添付を省略します。 

 

記 

 

・ 大学院の課程修了、入学資格及び授業料等納付金の変更に係る学則変更 

 



 

変更の事由及び時期を記載した書類 
 

令和３年５月 24 日 

 

１．変更の事由 

大学院薬学研究科において、長期履修制度及び早期修了制度の導入、入学資格の見直し並びに授業料等納

付金の変更を行うため。 

 

２．変更の時期 

令和３年５月 22 日 



新旧対照表 

○東北医科薬科大学大学院学則

新 旧 

東北医科薬科大学大学院学則 東北医科薬科大学大学院学則 

昭和37年４月１日

制定

昭和37年４月１日

制定

改正 令和３年５月22日 改正 

第１章 総則 第１章 総則 

（略） （略） 

（課程） （課程） 

第４条 本研究科の薬科学専攻の博士課程は、標準修業年限を５年とし、前期

２年の課程（以下「前期課程」という。）及び後期３年の課程（以下「後期

課程」という。）に区分し、前期課程は、修士課程として取り扱う。 

第４条 本研究科の薬科学専攻の博士課程は、標準修業年限を５年とし、前期

２年の課程（以下「前期課程」という。）及び後期３年の課程（以下「後期

課程」という。）に区分し、前期課程は、修士課程として取り扱う。 

２ 薬学専攻の博士課程は、標準修業年限４年の薬学を履修する課程（以下「薬

学履修課程」という。）とする。 

２ 薬学専攻の博士課程は、標準修業年限４年の薬学を履修する課程（以下「薬

学履修課程」という。）とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学生から、本人の就業、育児、介護等の事情

により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修

し修了することを希望する旨の申し出があるときは、その計画的な履修（以

下「長期履修」という。）を認めることができる。 

（新設） 

４ 前項に規定する長期履修については、別に定める。 （新設） 

（略） （略） 

第３章 試験・課程修了 第３章 試験・課程修了 

（略） （略） 

（課程修了） （課程修了） 

第15条 課程の修了要件は、次の各号のとおりとする。  （新設） 

(１) 本研究科の前期課程を修了しようとする者は、同課程に２年以上在学

して、30単位以上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士学位論

文の審査及び最終試験に合格しなければならない。

第15条 本研究科の前期課程を修了しようとする者は、同課程に２年以上在学

して、30単位以上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士学位論文

の審査及び最終試験に合格しなければならない。 

(２) 後期課程を修了するためには、同課程に３年以上在学して、28単位以

上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位論文を提出して、

その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間中に

修了の要件を満たし、特に優れた研究業績をあげた者については、２年以

２ 後期課程を修了するためには、同課程に３年以上在学して、28単位以上修

得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位論文を提出して、その審

査及び最終試験に合格しなければならない。 
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新 旧 

上在学すれば足りるものとする。 

(３) 薬学履修課程を修了するためには、同課程に４年以上在学して、42単

位以上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位論文を提出し

て、その審査及び最終試験に合格しなければならない。ただし、在学期間

中に修了の要件を満たし、特に優れた研究業績をあげた者については、３

年以上在学すれば足りるものとする。 

３ 薬学履修課程を修了するためには、同課程に４年以上在学して、42単位以

上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士学位論文を提出して、そ

の審査及び最終試験に合格しなければならない。 

２ 前項第２号ただし書及び第３号ただし書に規定する在学期間をもっての修

了（以下「早期修了」という。）については、別に定める。 

（新設） 

（略） （略） 

第５章 入学、再入学、進学、編入学、転入学、退学、除籍、復籍 第５章 入学、再入学、進学、編入学、転入学、退学、除籍、復籍 

（略） （略） 

（入学資格） （入学資格） 

第23条 本研究科前期課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当

する者とする。 

第23条 本研究科前期課程に入学することのできる者は、次のとおりとする。 

(１) 大学を卒業した者 (１) 大学を卒業した者

(２) 学校教育法第104条第７項の規定により学士の学位を授与された者 （新設）

(３) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 (２) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者

(４) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修す

ることにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者 

（新設）

(５) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教

育における16年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であつて、

文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

（新設） 

(６) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科

学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定す

るものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

（新設） 

(７) 文部科学大臣の指定した者 (３) 文部科学大臣の指定した者

(８) 大学に３年以上在学した者（外国において学校教育における15年の課

程を修了した者を含む。）であつて、本大学院において、所定の単位を優

秀な成績で修得したと認めるもの

(４) 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課

程を修了し、大学院において、所定の単位を優れた成績をもって修得した

ものと認めた者

(９) 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と

同等以上の学力があると認めた者で、22歳に達したもの

(５) その他本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者

２ 後期課程に編入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とす ２ 後期課程に入学、編入学、転入学することのできる者は、次のとおりとす
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新 旧 

る。 る。 

(１) 修士の学位又は専門職学位（学校教育法第104条第１項の規定に基づき

学位規則第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下この条において同

じ。）を授与された者 

(１) 大学院薬学研究科博士前期課程（修士課程）を修了した者

（削除） (２) 大学の理科系大学院博士前期（修士課程）を修了した者

(２) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された

者 

(３) 外国の大学の大学院において、修士の学位を授与された者

(３) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修

し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（新設） 

(４) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であつて、文部科学大臣が

別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当

する学位を授与された者 

（新設） 

(５) 文部科学大臣の指定した者 （新設） 

(６) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門

職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、24歳に達したも

の 

(４) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認めたもので、24歳に達した者

３ 薬学履修課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者と

する。ただし、薬剤師免許を有する者に限る。 

３ 薬学履修課程に入学することのできる者は、次のとおりとする。 

(１) 大学（医学、歯学、獣医学又は薬学のうち、臨床に係る実践的な能力

を培うことを主たる目的とする修業年限６年の学部又は学科に限る。）を

卒業した者

(１) 大学の薬学（臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とする

学部又は学科に限る。）を履修する課程を卒業した者で薬剤師免許を有す

る者

(２) 修士の学位又は専門職学位を授与された者 (２) 薬学系の大学院博士前期課程（修士課程）を修了した者で薬剤師免許

を有する者 

(３) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された

者 

（新設） 

(４) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修

し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

（新設） 

(５) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であつて、文部科学大臣が

別に指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当

する学位を授与された者 

（新設） 

(６) 文部科学大臣の指定した者 （新設） 

(７) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門 (３) 本大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位を有する
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新 旧 

職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、24歳に達したも

の 

者と同等以上の学力があると認めたもので、薬剤師免許を有し24歳に達し

た者 

（略） （略） 

第６章 入学検定料、入学金、授業料 第６章 入学検定料、入学金、授業料 

（略） （略） 

（授業料） （授業料） 

第39条 授業料は、別表第４に定め、次の２期に分けて徴収する。 第39条 授業料は、別表第４に定め、次の２期に分けて徴収する。 

（略） （略） 

附 則（令和３年５月22日） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、令和４年３月31日

に在籍している者には、入学時の学則を適用する。 
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新 

別表第４

納 付 ⾦ ⼀ 覧 表

前期課程
後期課程

薬学履修課程
科⽬等履修⽣ 研究員

⼊学検定料 35,000 円 35,000 円

⼊ 学 ⾦
200,000 円

（100,000 円）
200,000 円

（100,000 円）
10,000 円

200,000 円
（100,000 円）

授 業 料
400,000 円

（200,000 円）
400,000 円

（200,000 円）
１単位当
20,000 円

830,000 円

※備考
１ ⼊学⾦についての（  ）内は、本学卒業者の納付額とする。ただし、後期課程、薬学履修課程及び⼤学院研究員の⼊学⾦については、本学⼤学院前期

課程修了者は免除する。
２ 授業料の（  ）内は、本学職員が社会⼈⼊学したときの納付額とする。ただし、減免申請があった場合に限る。
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旧 

別表第４

平 成 27 年 度 納 付 ⾦ ⼀ 覧 表

前期課程
後期課程

薬学履修課程
科⽬等履修⽣ 研究員

⼊学検定料 35,000 円 35,000 円

⼊ 学 ⾦
200,000 円

（100,000 円）
200,000 円

（100,000 円）
10,000 円

200,000 円
（100,000 円）

授 業 料
750,000 円

（375,000 円）
780,000 円

（390,000 円）
１単位当
20,000 円

830,000 円

※備考
１ ⼊学⾦についての（  ）内は、本学卒業者の納付額とする。ただし、後期課程、薬学履修課程及び⼤学院研究員の⼊学⾦については、本学⼤学院前期

課程修了者は免除する。
２ 授業料の（  ）内は、本学職員が社会⼈⼊学したときの納付額とする。ただし、減免申請があった場合に限る。
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